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二酸化炭素排出量の増加につい     て考えてみよう03
世界の二酸化炭素排出量は増えてきている どうすれば日本の二酸化炭素排出量を減らせるのだろう

発電方法別の二酸化炭素排出量をみてみよう

　上のグラフは、世界の二酸化炭素排出量の推移を表して

います。近年では中国の排出量が非常に多く、次いでアメ

リカ、インド、ロシアが続いています。また、日本も世界第５

位の二酸化炭素排出国であることが分かります。

　二酸化炭素を多く排出する国として、日本も排出量の削

減に向けた取り組みを進めていくことが大切です。

　上のグラフはエネルギー消費量と二酸化炭素排出量の

関係を示したものです。エネルギー消費の増加に伴い、二

酸化炭素の排出量も増えていることが分かります。この原

因は経済や産業の発展とともに石炭や石油などが広く利

用され、化石燃料の燃焼によって多くの二酸化炭素が発生

したことによるものです。

　二酸化炭素は、地表から放出される熱が宇宙へ逃げるの

を妨げる効果があり、このような働きを持つ気体を「温室

効果ガス」と呼びます。大気中の温室効果ガスが増え続け

ると、地球の平均気温が上がり、地球温暖化が進みます。そ

の結果、地球環境や私たちの暮らしに様々な影響を与える

ことが予想されています。

　日本の二酸化炭素排出量の内訳を右の円グラフで見て

みましょう。最も排出量が多い「エネルギー転換部門」と

は、主に電気をつくる発電所などのことで、全体の約4割を

占めています。その原因は、火力発電に使う石炭や石油な

どの燃焼によって、二酸化炭素が排出されることによるも

のです。

　現在の日本は、発電全体のうち、火力発電が約７割を占

めています。この火力発電に大きく依存する割合を見直せ

ばエネルギー転換部門における二酸化炭素排出量の削減

につながります。

　上のグラフは、発電方法による二酸化炭素排出量の違い

について比べたものです。石炭、石油、天然ガスなどの化石

燃料を燃焼させて発電する火力発電は、燃料が燃焼すると

きに多くの二酸化炭素を排出していることが分かります。

　一方、太陽光発電、風力発電、原子力発電、地熱発電、水

力発電は、燃料の輸送や設備を建設するときなどに二酸化

炭素が発生しますが、発電時には二酸化炭素を発生させま

せん。こうした発電方法をバランスよく取り入れて電気を

つくることが、二酸化炭素の排出削減につながります。

各種電源の二酸化炭素排出量

（g-CO2/キロワット時）

燃料が燃焼するときに出る二酸化炭素

燃料輸送・設備の建設・運用などで出る二酸化炭素
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日本の部門別二酸化炭素排出量の割合（2023年度）

エネルギー転換部門
の9割が電力からの排
出（残りは製油所等）

電気・熱配分前
約9億8,871万トン

エネルギー転換
40.1%

廃棄物 2.7%

産業部門
24.7%

運輸部門
18.5%

業務その他部門
5.1%

家庭部門
4.7%

工業プロセス 3.9%

エネルギー転換
40.1%

日本の部門別二酸化炭素排出量の割合（2023年度）

エネルギー転換部門
の9割が電力からの排
出（残りは製油所等）

電気・熱配分前
約9億8871万トン
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工業プロセス 3.9%
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（注） 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある
ロシアについては1990年以降の排出量を記載。1990年以前については、その他の国として集計

出典：日本原子力文化財団「原子力・エネルギー図面集」をもとに作成

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書2024」及び「エネルギー動向（2025年6月版）」ほかをもとに作成

出典：国立環境研究所「温室効果ガスインベントリオフィス 日本の温室効果
ガス排出量データ」をもとに作成

出典：電力中央研究所報告書  「日本における発電技術のライフサイクルCO2排出量総合評価 2016年7月」をもとに作成
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世界のエネルギー消費と二酸化炭素排出量の推移
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